
 

波の式 、 水波 の干渉
、
ホイヘンスの原理-1-2) 腹の 位置 と 節の 位置を それぞれ

って 整数 n を 使って 表せ。 また
、
隣接する

D)(軸 に 灶・ の 両方向が 以下の式 腹同士の 間隔はいくらか
。

で 表される波が 来ている状態を考える
か 今度は y-Asiaでぼ刊 だけが

q に Asir で (T-T) 来る 状態を考える。 )に0 に 壁を 置いて
、

入射波と反射波の 干渉を 考える
。 波は

な Asin 2た (が J ) 壁 で自由端反射するとする
。 反射波の

か これら の 2式 の重ね𨥉ができる 波の 式 を 求める

定常波の 式 を導け
。

(4) 入射波 と 反射波による 定常波 の 式
を導け

。

また
、

腹の 位置 を整数 nを使って

表せ。



 

と
は x軸 上 の 点 A .

点 B の 間 には定常波ができている AB間 の 腹の数 はtynx いくつ か
。 A上 、

B上 も含む。

(-3dd
0

13d .0 )
や 点 A .

点 B , 変位が 最大 と なっ た とき
、

は 3 d . 0 ) の 点 A
.

B から 同じ振幅 、 x軸 上 の波の 波形 が どのようになるか。

同じ 振動数
、 同じ位相の 円形波 を

発生させる
。 この 波の 波長入 は %と する

。

(i) 任意 の 点 Play) で 点 A から の 波と

点 B から の 波が 強め合う ために は
、

どの

ような 条件 を満たす必要が あるか 。 が、

d を 用いて 答えよ。
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引き波

、媒質の ときの 境界面へ向けて、

媒質 と の

方から 入射 角 G で 平面波 を 入射すると 、屈折 船が十分速い速度で進んで
いる とき 、

角 02 で 媒質で屈折に 進んだ。
引き波 と言われる 波が 国 の ように できる 。

船が作る波が 水面を進む速度を V
、

い 媒質さ を 進む 波の速度 を ひ、 媒麵 船の 速度を ひと して
.

国の 0 が いくら に

を進む 波の速度 をひ2 と する
。
ホイヘンスの原理 なるか 導け。

から



 

④ 平面波 や 腹が壁 と 平行 に動いて いる ように

旅 「 見える 。
この とき

、
移動 し ている速度は

、 l式いくらか
。

1111111111111111111111いだ壁
1

平面波を 壁に約に 入射角 0 で 入射 する
。

この 波が 壁で 自由端反射 し
、

入射波と

反射波 が 干渉する
。
壁に対して 垂直に

定常波が できた。

(I) 壁面から 最も近い 腹まで の距離は

いくら か。


